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〔
商
法
　
一
二
八
〕
　
平
取
締
役
に
要
求
さ
れ
る
監
視
義
務
の
範
囲
と
そ
の
履
行
の
程
度

〔
判
示
事
項
〕

　
平
取
締
役
は
、
取
締
役
会
に
上
程
さ
れ
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
代
表
取
締

役
の
業
務
活
動
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
等
の
特
段
の
事
情
が
あ
る

場
合
に
限
つ
て
、
監
視
義
務
違
反
の
責
任
を
負
う
。

〔
参
昭
条
文
〕

　
商
法
二
六
六
条
ノ
三

〔
事
実
〕

　
訴
外
A
会
社
は
、
水
産
物
及
び
そ
の
加
工
品
等
の
販
売
を
目
的
と
す
る
資
本

金
一
、
O
O
O
万
円
の
株
式
会
社
で
あ
つ
て
、
そ
の
株
式
は
Y
一
族
に
よ
つ
て

所
有
さ
れ
て
い
る
同
族
会
社
で
あ
る
。
A
会
社
代
表
取
締
役
磧
は
、
原
告
X
と

融
通
手
形
を
交
換
し
て
い
た
が
、
A
会
社
は
、
昭
和
四
七
年
度
で
、
六
、
三
〇

七
万
六
、
O
O
O
円
の
欠
損
を
、
翌
昭
和
四
八
年
度
に
は
、
　
一
億
一
、
七
八
四

万
九
、
○
○
○
円
の
欠
損
を
生
じ
、
昭
和
四
九
年
三
月
末
日
に
は
、
累
積
欠
損

額
は
、
一
億
八
、
〇
九
二
万
五
、
．
○
○
○
円
と
な
つ
た
。
殊
に
、
昭
和
四
八
年

八
月
か
ら
一
〇
月
迄
の
三
ヶ
月
間
に
は
、
少
く
と
も
七
、
三
〇
〇
万
円
も
の
資

　
　
　
判
例
研
究

灘
難
遜
．
日
判
決
）

金
が
流
出
し
、
こ
の
時
点
で
、
資
金
破
綻
の
状
態
に
陥
つ
て
い
た
。
更
に
、
A

会
社
の
昭
和
四
九
年
三
月
三
一
日
作
成
の
貸
借
対
照
表
に
ょ
る
と
、
弁
済
す
べ

き
流
動
負
債
は
合
計
四
億
三
、
四
〇
九
万
二
、
O
O
O
円
で
あ
る
の
に
対
し
、

流
動
資
産
は
一
億
九
、
六
八
三
万
六
、
O
O
O
円
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
、
こ
の

流
動
資
産
の
う
ち
、
未
収
金
一
億
二
、
　
一
〇
〇
万
九
〇
〇
円
は
、
過
去
一
年

間
、
殆
ん
ど
回
収
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
。
か
く
て
、
弁
済
資
金
に
充
当
で
き
る

流
動
資
産
は
、
こ
の
未
収
入
金
を
さ
ら
に
控
除
し
た
も
の
と
な
り
、
流
動
資
産

を
も
っ
て
し
て
は
流
動
負
債
を
弁
済
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
で
あ
つ
た
。

ま
た
、
債
務
超
過
額
は
一
億
七
、
〇
九
二
万
六
、
○
○
○
円
で
あ
り
、
し
か

も
、
磧
の
個
人
資
産
を
も
含
め
て
、
担
保
と
な
る
資
産
は
殆
ん
ど
な
く
な
つ
て

お
り
、
長
期
安
定
資
金
の
融
通
を
金
融
機
関
か
ら
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
状

態
に
あ
り
、
資
金
繰
が
逼
迫
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
手
形
記
入
帳
へ
の
記

載
は
、
受
取
手
形
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
八
年
一
一
月
二
日
迄
、
支
払
手
形
に

つ
い
て
は
、
昭
和
四
九
年
二
月
五
日
迄
し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
A
会
社
は
、
慢
性
的
な
債
務
超
過
の
状
態
に
あ
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
一
一
九
　

（
三
八
七
）
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資
金
管
理
を
実
質
的
に
放
棄
し
て
い
た
。
か
か
る
状
況
の
下
で
、
A
会
社
代
衷

取
締
役
磧
に
よ
つ
て
、
本
件
約
束
手
形
が
振
出
さ
れ
、
原
告
X
に
交
付
さ
れ
た

が
、
A
会
社
は
、
そ
の
後
問
も
な
く
、
昭
和
四
九
年
四
月
二
三
日
に
、
不
渡
手

形
を
出
し
て
倒
産
し
、
X
は
本
件
手
形
を
満
期
に
支
払
場
所
に
呈
示
し
た
が
、

支
払
を
拒
絶
さ
れ
た
た
め
、
本
件
約
束
手
形
金
相
当
額
の
損
害
を
被
っ
た
と
し

て
、
そ
の
内
金
五
五
〇
万
円
に
つ
き
、
A
会
社
代
表
取
締
役
磧
及
び
平
取
締
役

乳
の
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
し
た
の
が
本
件

で
あ
る
。
な
お
、
被
告
協
は
、
昭
和
四
八
年
六
、
七
月
頃
、
取
締
役
の
数
が
不

足
し
た
た
め
、
取
締
役
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
就
任
後
、
A
会
社
の

取
締
役
会
が
開
か
れ
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
協
は
、
A
会
社
の
業
務
に
突
際

に
携
わ
つ
た
こ
と
は
な
く
、
本
件
約
束
手
形
の
振
出
に
も
関
与
し
て
い
な
か
つ

た
。〔

判
旨
〕

　
昭
に
対
す
る
請
求
を
認
容
、
協
に
対
す
る
請
求
は
棄
却

一
、
箔
に
対
す
る
請
求
に
つ
い
て

　
「
被
告
磧
は
訴
外
A
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
同
会
社
の
経
営
を
現
実
に

管
理
し
そ
の
資
産
状
況
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
被
告
磧

は
支
払
の
見
込
み
の
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
あ
え
て
、
本
件
約
束
手
形
を

振
出
し
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
ぎ
、
こ
れ
は
取
締
役
と
し
て
の
訴
外
A
会

社
に
対
す
る
善
良
な
管
理
者
と
し
て
の
義
務
並
び
に
忠
実
義
務
を
怠
っ
た
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
（
り
、
）
…
…
原
告
X
は
本
件
約
束
手
形
金
九
、
二
一
七
、

七
二
〇
円
相
当
の
損
害
を
被
つ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
…
…
、
被
告
乳
は

商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
と
し
て
右
損
害
金
の
内
金
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
　
　
（
三
八
八
）

あ
る
金
五
五
〇
万
円
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
…
…
遅
延
損
害
金
を
支
払
う
義
務

が
あ
る
。
」

二
、
・
協
に
対
す
る
請
求
に
つ
い
て

　
「
現
行
商
法
上
代
表
権
限
を
有
し
な
い
取
締
役
は
、
取
締
役
会
の
構
成
員
と

し
て
同
会
を
通
じ
て
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
に
対
す
る
監
督
の
義
務
を
負
う

だ
け
で
な
く
、
取
締
役
会
に
上
程
さ
れ
な
い
事
項
に
つ
い
て
も
、
自
ら
同
会
に

付
議
す
る
な
ど
し
て
代
表
取
締
役
を
監
視
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
代
表
取
締
役
の
業
務
の
す
べ
て
に
つ
い
て
そ
の
監
督
権
限
を
行

使
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
代
表
取
締
役
の
任
務
違
反
行
為

の
す
べ
て
に
つ
き
、
取
締
役
が
監
視
義
務
違
背
の
責
任
を
問
わ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
取
締
役
会
に
上
程
さ
れ
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
代
表
取
締
役
の
業
務

活
動
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
等
の
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
限

つ
て
認
め
ら
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
に
、
被

告
協
は
、
…
…
代
表
取
締
役
の
個
々
の
手
形
振
出
行
為
を
知
ら
ず
、
ま
た
知
る

す
べ
も
な
か
つ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
協
に
監
督
義
務
違
背
の
責
任
を

認
め
る
こ
と
は
相
当
で
な
…
…
（
く
）
…
、
亀
に
対
す
る
原
告
の
請
求
は
失
当

と
し
て
棄
却
を
免
れ
な
い
。
」

〔
評
釈
〕

　
醐
に
つ
い
て
の
判
旨
の
判
示
部
分
に
は
、
全
面
酌
に
賛
成
す
る
が
、
協
に
っ

い
て
の
判
示
部
分
に
は
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
に
は
賛
成
す
る
も
の
の
、
こ
れ
を

本
件
事
案
に
適
用
し
て
結
論
を
導
い
た
点
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

一
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
前
段
の
解
釈
に
っ
い
て
、
判
例
（
最
大
判
昭

四
四
二
一
二
宍
民
集
一
…
巻
一
一
号
二
一
五
〇
頁
）
は
、
直
接
・
間
接
両
損
害
包
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含
説
を
採
り
、
主
観
的
要
件
の
方
向
に
っ
い
て
は
、
悪
意
・
重
過
失
は
会
社
に
対

す
る
任
務
解
怠
に
つ
い
て
必
要
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
学
説
上
も
、
こ
の
立
場

が
通
説
で
あ
る
（
鈴
木
駐
竹
内
「
会
社
法
」
一
八
四
ー
［
八
五
頁
、
石
井
「
会
社
法
」
上
巻

三
五
〇
ー
三
五
二
頁
、
大
阪
谷
「
取
締
役
の
責
任
」
講
座
三
巻
｝
一
三
五
f
一
ニ
ニ
六

頁
、
高
鳥
「
会
社
法
二
版
増
補
」
一
八
四
頁
）
。
小
規
模
な
同
族
企
業
が
株
式
会
社

の
大
多
数
を
占
め
て
い
る
現
状
の
下
に
於
て
、
そ
の
よ
う
な
企
業
が
株
式
会
社

制
度
を
採
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
生
じ
る
弊
害
を
合
理
的
に
解
決
し
て
い
る
こ
と

に
鑑
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
妥
当
で
あ
る
か
ら
、
磧
に
つ
い
て
同
条
の

責
任
を
肯
定
し
た
本
件
判
旨
の
判
示
部
分
に
は
、
異
論
は
な
い
。

二
、
判
旨
は
、
い
わ
ゆ
る
平
取
締
役
に
つ
い
て
、
代
表
取
締
役
に
対
す
る
監
視

義
務
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
判
例
（
最
三
小
判
昭
四
八
・
五
・
二
二
民
集
二
七

巻
五
号
六
五
五
頁
）
に
従
う
も
の
で
あ
る
が
、
右
最
高
裁
判
決
は
、
そ
の
根
拠

を
、
各
取
締
役
が
業
務
執
行
を
監
査
す
る
地
位
に
あ
る
取
締
役
会
の
構
成
員
で

あ
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
学
説
の
大
勢
も
、
代
表
取
締
役
に
対
す
る
平
取
締

役
の
監
視
義
務
を
認
め
る
が
、
そ
の
根
拠
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。

　
取
締
役
会
は
業
務
執
行
の
決
定
機
関
で
あ
り
、
代
表
取
締
役
は
業
務
執
行
の

実
行
機
関
で
あ
る
と
す
る
通
説
は
、
取
締
役
会
の
監
督
権
の
根
拠
に
っ
き
、
取

締
役
会
の
権
限
と
さ
れ
て
い
る
事
項
に
っ
い
て
は
、
代
表
取
締
役
は
そ
の
決
議

に
従
つ
て
行
動
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
取
締
役
会
は
代
表
取
締
役
を
監

督
す
る
と
し
（
鈴
木
”
竹
内
、
前
掲
書
二
〇
四
頁
、
石
井
、
前
掲
書
上
巻
三
二
七
頁
、
加
美

「
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
に
つ
い
て
の
取
締
役
の
監
視
義
務
」
金
判
三
九
三
号
五
頁
、
な

ど
）
、
平
取
締
役
は
か
か
る
取
締
役
会
の
一
構
成
員
と
し
て
監
視
義
務
を
負
担
す

る
こ
と
と
な
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
取
締
役
会
が
そ
の

　
　
　
判
例
研
究

決
定
権
限
を
代
表
取
締
役
に
委
ね
た
場
合
に
は
、
そ
の
範
囲
で
平
取
締
役
の
監

視
義
務
が
存
在
し
な
く
な
つ
て
し
ま
い
、
前
述
の
最
高
裁
判
決
の
趣
旨
に
反
す

る
だ
け
で
な
く
、
通
説
は
、
業
務
執
行
の
決
定
権
限
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
取

締
役
会
が
、
な
ぜ
代
表
取
締
役
に
よ
る
業
務
執
行
の
実
行
を
監
督
す
る
権
限
を

有
す
る
の
か
、
そ
の
法
的
根
拠
を
説
明
し
て
お
ら
ず
、
　
（
同
旨
、
倉
沢
「
会
社
法

の
論
理
」
一
四
八
頁
）
、
む
し
ろ
、
経
営
学
的
説
明
に
終
始
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
取
締
役
会
は
業
務
執
行
の
決
定
権
限
の
み
な
ら
ず
、
業
務

執
行
の
実
行
権
限
を
も
有
す
る
と
理
解
す
る
少
数
説
の
立
場
か
ら
は
、
取
締
役

会
は
、
本
来
全
て
の
業
務
執
行
を
自
ら
の
手
で
行
う
権
限
を
有
し
て
い
る
に
も

拘
わ
ら
ず
、
実
際
上
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
定
款
規
定

に
よ
つ
て
設
け
ら
れ
た
社
長
、
専
務
、
常
務
等
の
業
務
執
行
機
関
の
地
位
を
兼

ね
た
代
表
取
締
役
や
取
締
役
（
以
下
、
こ
の
よ
う
な
兼
任
者
を
「
業
務
執
行
取
締
役
」
と

呼
ぶ
）
を
し
て
、
現
実
の
業
務
執
行
を
行
わ
せ
て
い
る
点
に
、
　
取
締
役
会
の
監

督
権
の
根
拠
が
あ
り
、
各
取
締
役
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
監
督
権
を
有
す
る
取

締
役
会
の
一
構
成
員
と
し
て
、
監
視
義
務
を
負
担
す
る
と
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
、
か
く
て
、
平
取
締
役
の
監
視
義
務
は
、
業
務
執
行
取
締
役
の
行
為
一
切
を

覆
い
尽
く
す
こ
と
と
な
り
、
ヒ
の
結
論
は
前
述
の
最
高
裁
判
決
の
趣
旨
と
も
一

致
す
る
だ
け
で
な
く
、
本
件
判
旨
は
、
平
取
締
役
の
監
視
義
務
の
根
拠
に
つ
い

て
何
ら
述
べ
て
い
な
い
以
上
、
最
高
裁
判
決
に
従
う
も
の
と
理
解
さ
れ
る
か

ら
、
本
件
判
旨
の
立
場
と
も
一
致
す
る
。

三
、
本
件
判
旨
は
、
取
締
役
会
に
上
程
さ
れ
な
い
事
項
に
っ
い
て
は
↓
代
表
取

締
役
の
業
務
活
動
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
等
の
特
段
の
事
情
が
あ

る
場
合
に
限
つ
て
、
平
取
締
役
は
監
視
義
務
違
反
の
責
任
を
負
う
と
す
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
＝
　
　
（
三
八
九
）
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の
こ
と
は
、
平
取
締
役
と
業
務
執
行
取
締
役
と
の
間
に
は
、
監
視
義
務
違
反
の

責
任
に
つ
い
て
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
学
説
上
、
監
視
義
務
違
反
の
責
任
に
つ
い
て
、
平
取
締
役
と
業
務
執
行
取
締

役
と
の
間
で
相
違
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
相
違
が
存
在
す
る
と
し
て

も
、
そ
の
相
違
が
い
か
な
る
点
に
存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

見
解
が
分
れ
て
い
る
。

　
第
一
説
は
、
平
取
締
役
と
業
務
執
行
取
締
役
と
の
間
に
於
て
は
、
取
締
役
と

し
て
の
地
位
よ
り
生
じ
る
監
視
義
務
は
、
そ
の
範
囲
に
於
て
も
、
ま
た
そ
の
履

行
の
程
度
に
於
て
も
差
異
が
存
在
す
る
と
の
見
解
で
あ
り
、
こ
の
見
解
を
採
ら

れ
る
服
部
教
授
は
、
平
取
締
役
に
つ
い
て
も
一
般
的
な
監
視
義
務
を
認
め
、
取

締
役
会
に
上
程
さ
れ
な
い
事
項
に
っ
い
て
も
、
積
極
的
に
他
の
取
締
役
の
業
務

執
行
乃
至
経
営
管
理
に
対
し
て
不
断
の
注
意
を
払
う
義
務
迄
、
平
取
締
役
に
課

せ
ら
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
平
取
締
役
と
業
務
執
行
取
締
役
と
の
間
に

は
、
監
視
義
務
の
範
囲
及
び
程
度
に
関
し
て
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
と
説
か
れ
る
（
服
部
「
取
締
役
・
取
締
役
会
の
機
能
強
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

耐
事
法
務
八
四
九
号
二
頁
）
。

　
第
二
説
は
、
平
取
締
役
と
業
務
執
行
取
締
役
と
の
間
に
於
て
は
、
取
締
役
と

し
て
の
地
位
よ
り
生
じ
る
監
視
義
務
は
、
そ
の
範
囲
に
於
て
も
、
ま
た
そ
の
履

行
の
程
度
に
於
て
も
、
差
異
は
存
在
し
な
い
と
の
見
解
で
あ
り
、
こ
の
見
解
を

採
ら
れ
る
神
崎
教
授
は
、
取
締
役
の
業
務
執
行
の
監
視
に
関
す
る
注
意
義
務

は
、
取
締
役
が
会
社
の
業
務
執
行
に
直
接
携
わ
る
内
部
取
締
役
で
あ
る
か
、
会

社
の
業
務
に
関
与
し
な
い
外
部
取
締
役
で
あ
る
か
に
よ
つ
て
異
な
る
も
の
で
は

な
い
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
法
は
、
取
締
役
会
が
会
社
の
業
務
執
行
に
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
二
二
　
　
（
三
九
〇
）

接
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
て
お
ら
ず
、
会
社
の
業
務
に
関
与
し
な
い
取

締
役
も
、
取
締
役
会
の
構
成
員
と
し
て
、
会
社
の
業
務
執
行
を
監
督
す
べ
き
も

の
と
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
，
か
く
て
、
取
締
役
が
会
社
の
業
務
に
関
与
し
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
取
締
役
が
違
法
ま
た
は
不
当
な
会
社
業
務
の
執
行
を
知
り

え
な
か
つ
た
と
し
て
そ
の
責
任
を
否
定
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
さ
れ
る

（
神
崎
「
取
締
役
σ
注
意
義
務
」
商
事
法
務
八
四
七
号
五
頁
）
。

　
第
三
説
は
、
平
取
締
役
と
業
務
執
行
取
締
役
と
の
間
に
於
て
は
、
取
締
役
と

し
て
の
地
位
よ
り
生
じ
る
監
視
義
務
は
、
そ
の
範
囲
に
於
て
も
、
ま
た
そ
の
履

行
の
程
度
に
於
て
も
、
差
異
は
存
在
し
な
い
が
、
業
務
執
行
取
締
役
は
、
業
務

執
行
者
と
し
て
の
地
位
よ
り
生
じ
る
監
視
義
務
を
併
有
す
る
た
め
、
結
果
と
し

て
、
監
視
義
務
の
履
行
の
程
度
に
差
異
が
存
在
す
る
と
の
見
解
で
あ
り
、
こ
の
見

解
を
採
ら
れ
る
菅
原
教
授
は
、
結
果
的
に
は
、
業
務
執
行
取
締
役
と
平
取
締
役
と

の
間
で
は
注
意
義
務
の
履
行
の
程
度
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
は
、
注
意

義
務
の
履
行
の
程
度
が
両
者
で
異
な
る
と
い
う
よ
り
も
、
業
務
執
行
権
を
有
す

る
取
締
役
は
、
取
締
役
会
の
業
務
監
査
の
職
能
に
基
づ
き
そ
の
構
成
員
と
し
て

有
す
る
監
視
義
務
の
ほ
か
に
、
業
務
執
行
者
と
し
て
の
指
揮
統
制
の
職
能
に
基

づ
く
上
位
の
業
務
執
行
者
と
し
て
の
監
視
義
務
を
併
せ
有
す
る
か
ら
、
全
体
と

し
て
そ
の
注
意
義
務
が
重
い
結
果
と
な
る
の
で
あ
つ
て
、
あ
く
ま
で
も
取
締
役

と
し
て
の
地
位
よ
り
生
じ
る
監
視
義
務
と
業
務
執
行
者
と
し
て
の
地
位
よ
り
生

じ
る
監
視
義
務
を
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
菅
原
「
現
代

株
式
会
社
に
お
け
る
取
締
役
の
地
位
と
そ
の
監
視
義
務
」
企
業
法
研
究
創
刊
十
周
年
論
文

集
＝
一
〇
頁
）
。

　
私
は
、
業
務
執
行
取
締
役
が
業
務
執
行
者
と
し
て
の
地
位
を
併
有
す
る
と
は
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い
え
、
監
視
義
務
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
平
取
締
役
と
業
務
執
行
取
締
役
と
の

間
に
於
て
も
、
差
異
は
存
在
し
な
い
が
、
監
視
義
務
を
履
行
す
る
に
当
つ
て
用

い
る
べ
ぎ
注
意
の
程
度
i
す
な
わ
ち
、
監
視
義
務
の
履
行
に
際
し
て
用
い
る

べ
き
注
意
を
怠
つ
た
場
合
の
過
失
の
有
無
ー
1
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
締
役
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

平
取
締
役
で
あ
る
か
、
業
務
執
行
取
締
役
で
あ
る
か
に
よ
つ
て
差
異
が
あ
り
、

結
果
的
に
、
監
視
義
務
違
反
の
責
任
の
有
無
に
関
し
て
は
、
平
取
締
役
と
業
務

執
行
取
締
役
と
の
間
に
、
類
型
的
に
差
異
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
以
下
、
こ

れ
を
詳
述
す
る
。

　
第
一
に
、
各
取
締
役
は
、
全
般
的
業
務
執
行
権
を
持
つ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
現

実
の
業
務
執
行
を
業
務
執
行
取
締
役
を
し
て
行
わ
せ
て
い
る
結
果
、
監
督
権
を

有
す
る
取
締
役
会
の
一
構
成
員
と
し
て
、
業
務
執
行
取
締
役
に
よ
る
業
務
執
行

に
つ
い
て
監
視
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
監
視
義
務
は
、
お
よ
そ
全

て
の
業
務
執
行
行
為
を
覆
い
尽
く
す
の
で
あ
つ
て
、
業
務
執
行
取
締
役
が
業
務

執
行
者
と
し
て
の
地
位
よ
り
生
じ
る
監
視
義
務
を
併
有
す
る
と
は
い
え
、
監
視

義
務
の
範
囲
は
、
業
務
執
行
の
実
行
に
直
接
に
関
与
し
な
い
平
取
締
役
で
あ
る

か
、
業
務
執
行
の
実
行
に
直
接
に
関
与
す
る
業
務
執
行
取
締
役
で
あ
る
か
に
よ

っ
て
、
差
異
が
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
第
二
に
、
取
締
役
が
こ
の
監
視
義
務
の
履
行
を
怠
つ
た
場
合
に
、

そ
れ
が
過
失
と
し
て
評
価
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
ー
す
な
わ
ち
、
監

視
義
務
の
履
行
の
程
度
i
－
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
締
役
が
平
取
締
役
で
あ
る

か
業
務
執
行
取
締
役
で
あ
る
か
に
よ
つ
て
異
る
。
蓋
し
、
平
取
締
役
は
、
単
独

で
は
業
務
執
行
権
を
有
さ
ず
、
原
則
と
し
て
、
取
締
役
会
に
出
席
し
て
、
意
見

を
交
換
し
、
議
決
に
参
加
す
る
ほ
か
、
業
務
執
行
取
締
役
に
報
告
を
行
わ
せ
、

　
　
　
判
例
研
究

こ
れ
を
判
断
す
る
だ
け
で
あ
り
、
直
接
に
業
務
執
行
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
機
会
に
乏
し
い
立
場
に
あ
る
の
で
、
違
法
な
業
務
執
行
で
あ
る
こ
と
を
疑

う
べ
き
相
当
な
理
由
（
特
段
の
事
由
）
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
違
法
行
為
を

知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
つ
て
、
違
法
行
為
を
阻
止
す
る
手
段
を
採
ら
な

く
て
も
、
監
視
義
務
の
履
行
に
つ
き
過
失
が
あ
つ
た
と
は
い
え
な
い
（
同
旨
、

東
京
地
判
昭
四
五
・
三
・
二
八
判
時
六
〇
六
号
八
二
頁
、
東
京
地
判
昭
五
四
・
七
二
鳳
五

金
判
五
八
一
量
三
頁
、
な
ど
）
が
、
業
務
執
行
取
締
役
は
、
単
独
で
業
務
執
行
権

を
も
ち
、
自
ら
直
接
に
日
常
の
業
務
執
行
を
行
っ
て
い
る
結
果
、
そ
の
職
務
執

行
に
当
り
、
違
法
な
業
務
執
行
を
知
る
機
会
が
多
い
立
場
に
あ
る
の
で
、
現
実

に
違
法
な
業
務
執
行
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
も
、
当
然
に
違
法
な
業
務
執

行
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
ぎ
た
は
ず
で
あ
る
場
合
に
は
、
監
視
義
務
の

履
行
に
つ
き
過
失
が
あ
つ
た
と
い
う
べ
ぎ
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

本
件
判
旨
が
協
の
責
任
を
判
断
す
る
に
際
し
て
明
ら
か
に
し
た
見
解
に
は
賛
成

で
あ
る
が
、
訴
外
A
会
社
は
資
本
金
一
、
○
○
○
万
円
の
同
族
会
社
に
過
ぎ
な
い

こ
と
、
及
び
被
告
協
が
取
締
役
に
就
任
し
て
以
来
九
ケ
月
余
の
間
、
取
締
役
会

を
一
度
も
開
催
し
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
判
旨
が
こ
れ
を
本
件
事
案
に

適
用
し
た
こ
と
は
正
当
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
被
告
協
と
し
て
は
、
代
表
取
締

役
澱
に
対
し
て
取
締
役
会
の
招
集
を
請
求
す
る
必
要
が
あ
つ
た
も
の
と
理
解
さ

れ
、
島
、
は
こ
の
義
務
を
怠
っ
た
以
上
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
責
任
を
負
う
。

こ
の
場
合
、
協
が
取
締
役
会
の
招
集
を
請
求
し
な
か
つ
た
こ
と
と
X
に
於
け
る

損
害
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る

が
、
亀
と
し
て
は
、
㌔
に
対
し
て
取
締
役
会
の
招
集
を
請
求
し
、
埼
が
取
締
役

会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
、
商
法
二
五
九
条
の
原
則
に
戻
り
自
ら
こ
れ
を
招
集
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
三
　
　
（
三
九
一
）
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そ
の
席
上
で
業
務
内
容
に
つ
い
て
の
報
告
を
求
め
、
必
要
と
あ
ら
ば
取
締
役
会

の
指
揮
権
の
発
動
を
議
案
と
し
、
こ
れ
に
賛
成
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
監
視
義
務
を
尽
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
協
が
取

締
役
会
の
招
集
の
請
求
を
怠
つ
た
こ
と
と
X
に
於
け
る
損
害
発
生
と
の
間
に

は
、
相
当
因
果
関
係
が
存
在
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
　
（
三
九
二
）

付
記
　
本
件
に
つ
い
て
は
、
志
村
教
授
の
判
例
研
究
（
商
事
法
務
八
四
三
号
二
四
頁
）

　
が
存
在
し
、
㌔
の
責
任
に
つ
い
て
の
判
示
部
分
に
は
全
面
的
に
反
対
さ
れ
、
ま
た
、

　
職
が
取
締
役
会
の
招
集
を
請
求
し
な
か
つ
た
こ
と
と
X
に
於
け
る
損
害
発
生
と
の
間

　
の
相
当
因
果
関
係
は
緩
や
か
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
並
木
　
和
夫
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